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3本日の議論の対象

課題 これまでの議論の方向性 小委における論点

1-1
三次①および二次②の
広域調達開始時期

 三次①および二次②の広域運用の見通し
を踏まえた広域調達開始時期

1-2
二次①の
広域調達可否と開始時期

 以下を踏まえた広域調達の可否

•広域調達メリットは期待できる一方、kWh
がほぼ生じないため広域運用メリットは
少ないことや、連系線確保により卸市場に
影響を与えること

•連系線事故等における周波数制御を
踏まえた調整電源等の偏在リスク

 上記および中給システムの抜本的な改修を
踏まえた広域調達・運用開始時期

1-3
一次の
広域調達可否と開始時期

 以下を踏まえた広域調達の可否

•広域調達メリットは期待できる一方、kWh
がほぼ生じないため広域運用のメリットは
少ないことや、連系線確保により卸市場に
影響を与えること

•連系線事故等における周波数制御を
踏まえた調整電源等の偏在リスク

 上記を踏まえた広域調達開始時期

出所）第5回需給調整市場検討小委員会（2018.7.31）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html


4本日ご議論いただきたい内容

 第3回需給調整市場検討小委員会において、2021年度以降の調整電源等の確保の仕組みとして以下のとおり
整理しており、その際に調達時期やその方法などについては今後広域調達・運用が進むことで何を優先すべきかが
変わる中で、適宜見直すこととしていた。

 その後、三次①および二次②の広域運用の検討が進んでおり、広域運用の開始目標時期が示された。本日は、
これらの状況を踏まえた三次①および二次②の広域調達の開始時期などについてご議論いただきたい。
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出所）第３回需給調整市場検討小委員会（2018.4.27）資料２をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html

(参考)第３回需給調整市場検討小委員会

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html
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 第24回制度検討作業部会（2018.7.17）において三次①および二次②の９社による広域運用開始目標が
示されたところ。

 三次①：2021年度
二次②：2023年度

 ただし、具体的なスケジュールについては広域需給調整システム（運用）の製作メーカーが決定次第、各社
中給対応の調整等も踏まえ今後検討とされている。

三次①および二次②の広域運用の開始目標



8(参考)第２４回制度検討作業部会

出所）第24回制度検討作業部会（2018.7.17）資料4-1をもとに作成
http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/024_04_01.pdf

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/024_04_01.pdf


9(参考)第５回需給調整市場検討小委員会

出所）第5回需給調整市場検討小委員会（2018.7.31）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html
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 三次①および二次②の広域調達の開始時期を検討するに際して、以下のような点を考慮してはどうか。

 三次①および二次②は応動時間が15分以下、指令頻度が数分以下であるため、運用者が手動により調整
力の発動を指示することは困難であり、中給システムのEDC機能により自動制御することとしている。そのため広
域運用についても、広域需給調整システム(運用)により自動的にエリア間の調整力配分を行うこととしている。

このため、広域調達した後に広域需給調整システム(運用)のトラブル等が発生すると、他エリアで確保した調整
力の運用ができなくなり、エリアで必要となる調整力が不足するリスクがある。このようなリスクを極力回避するため
広域需給調整システム(運用)を用いた９社での広域運用を一定期間運用することにより、広域運用が安定的
に行えることについて確認した後に、広域調達を開始することが望ましいのではないか。

 2021年度以降の調整電源等の確保の仕組みについては、エリア内で調達されるもののうち年間を通じて必ず
必要となる量（現在電源Ⅰ公募で固定費を負担している量）は電源Ⅰ(Ⅰ-a、Ⅰ-b)公募により年間で調達
することとされた。この電源Ⅰ公募から広域調達へスムーズに移行するためには、移行のタイミングを「年度初め」
とすることが望ましいのではないか。

 広域調達の開始時期とはその商品の市場調達の開始時期となることから、参入事業者にとって開始時期の
予見性や準備期間を考慮すると、あらかじめその時期が示されている方が望ましいのではないか。

 中給改修も含めこれから行われるメーカーとの調整や、開発過程での不具合リスクなど開発のスケジュールに
不確定な要素がある。

 上記を踏まえ、広域運用の開始時期に不確定な要素があるものの、参入事業者に対して一定の予見性を与える
ために、三次①および二次②の広域調達開始時期を以下のとおりとしてはどうか。

 三次①：広域調達開始時期を2022年度とする

 二次②：広域調達開始時期を2024年度とする

 ただし、システム開発トラブルなどにより大幅な遅延が見込まれるなど大きな状況変化があった場合には、開発主体
からすみやかに報告し、広域調達開始時期の見直しを検討することとしてはどうか。

三次①および二次②の広域調達開始時期



11三次①および二次②の具体的な調達方法について

 以降、三次①および二次②の広域調達を行う際の調達時期（年間、週間など）などの具体的な方法について
ご議論いただきたい。
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13三次①の広域調達に係る具体的な方法 (1/2)

 これまでに以下の点が整理されている。

 2021年度以降の調整電源等の確保の仕組みとして、エリア内で調達されるもののうち年間を通じて必ず必要
となる量（現在、電源Ⅰ公募で固定費を負担している量）は公募により年間で調達すること

 また、商品を細分化して必要量を個別に算定すると、合計の調達量が増加するため、固定費負担を増やさ
ないとの観点から、商品を細分化して公募するのではなく、電源Ⅰ公募（Ⅰ-a、Ⅰ-b）により調達すること

 ここで、三次①は電源Ⅰの中に含まれている部分があることから、三次①の広域調達を2022年度から開始するに
あたり、この扱いについて検討を行った。



14
出所）第３回需給調整市場検討小委員会（2018.4.27）資料２

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html

(参考)年間を通じて必ず必要となる量でエリア内から調達されるものの調達方法

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html


15
出所）第３回需給調整市場検討小委員会（2018.4.27）資料２

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html

(参考)不等時性による調達量の増加について

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_03_haifu.html
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 現在の電源Ⅰは、周波数制御機能を持った電源Ⅰ-aおよび周波数制御機能を持たない電源Ⅰ-bに分かれている。

 電源Ⅰ-bはEDC機能で制御される応動時間が15分以内の調整力であり、機能は三次①相当である。

 今後は、電源Ⅰ-bを三次①として広域的に運用することが可能となる。

 以上より、現在の電源Ⅰ-bの必要量を2022年度以降は三次①として年間で広域調達することとしてはどうか。

発動時間
周波数制御機能

（GF・LFC）の有無
専用線オンライン
による指令・制御

電源Ⅰ-a 5分以内 あり 可

電源Ⅰ-b 15分以内 なし 可

三次① 15分以内 なし
（EDCによる制御）

可
（専用線が必要）

出所）第32回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2018.9.7）資料3-2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_32_haifu.html

三次①の広域調達に係る具体的な方法 (2/2)

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_32_haifu.html


17（参考）電源Ⅰ-bの要件

出所）第30回制度設計専門会合（2018.5.29）資料7をもとに作成
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/030_07_00.pdf

H31年度向けからは0.5万kWに見直し

http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/030_07_00.pdf


18（参考）需給調整市場における商品の要件 出所）第5回需給調整市場検討小委員会（2018.7.31）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html


19
（参考）第２１回調整力及び需給バランス等評価に関する委員会

出所）
第２１回調整力及び需給バランス等評価に関する委員会（2017.9.7）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2017/chousei_jukyu_21_haifu.html


20（参考）電源Ⅰ-b募集量

出所）各社HPをもとに作成

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

- 4.2 74.0 24.7 2.5 42.0 - 1.5 - 24.4

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

- - 53.0 14.7 2.0 26.0 - 3.6 - 24.4

(2018年度向け)

(2019年度向け) [万kW]

[万kW]



21（参考）電源Ⅰ-bの必要量について

出所）第31回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2018.7.25）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_31_haifu.html

 電源Ⅰ-bは、電源Ⅰの必要量から周波数制御機能が必要な部分（電源Ⅰ-a）を引いた部分となる

 （電源Ⅰ-bの必要量）＝（電源Ⅰの必要量）ー（電源Ⅰ-aの必要量）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2018/chousei_jukyu_31_haifu.html


22（参考）電源Ⅰ-aの必要量について （予測誤差のうち周波数制御機能が必要な量の算出方法）

出所）第７回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2016.9.26） 資料２をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_07_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2016/chousei_jukyu_07_haifu.html
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（余白）



24電源Ⅰ-aに含まれる三次①の扱い

（7%）

・公募
・エリア内
・年間

電源Ⅰ

三次①以外が含まれる

→ 三次①として広域調達
する必要はない

（一次~二次②相当を
確保すれば自ずと確保
されることになる）

・エリア内
・年間

時間

変動量

三次②として前日調達

電源Ⅱで対応

【ΔkWとして調達する対象】

三次①のみ

→ 三次①として広域調達
・広域
・年間

複数商品の機能を有している電源を調整力として確保した場合、
一つの電源で複数商品を調達したこととなる。

必要量イメージ

一
次

二
次
①

I-b

I-a

二
次
② 三

次
①

 現在の電源Ⅰ-aは周波数制御機能（GF機能、LFC機能）を持ち、その必要量には、一次、二次①、二次②、
三次①の必要量が含まれている。

 現在の調整電源等は複数の商品に相当する機能を有していることから、各商品の必要量から不等時性を考慮した
量を電源Ⅰ-aの必要量としている。そのため、細分化した商品の関係については下図のイメージとなる。

 電源Ⅰ-bの必要量は三次①のみの必要量が単独で含まれており、三次①の必要量として切り出して調達できる。

 他方、電源Ⅰ-aの必要量には一次～三次①の必要量が重複しており、この中の三次①の必要量は、一次～
二次②の必要量をエリア内で調達する中で自ずと確保される。
そのため、電源Ⅰ-aの必要量に含まれる三次①の必要量を別途調達すると、二重に調達することになることから
電源Ⅰ-aに含まれる三次①の必要量を別途調達することは不要ではないか。

電源Ⅰ(Ⅰ-a、Ⅰ-b)として年間調達
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電源Ⅰ
必要量

二
次

三
次
①

100

95

40

40

95
60

35

5

 電源Ⅰの必要量と二次、三次①の必要量を合わせて記載すると下図のように
「二次だけ」 ／ 「二次と三次①が混在」 ／ 「三次①だけ」 の３つの部分に分かれる。
（簡単のため、二次と三次①の二商品しかないものと仮定）

100

(参考)電源Ⅰ必要量と細分化した調整力の必要量の関係性

三次①だけが含まれる
… 全体から三次①だけを切り出し可能

三次①と二次が混在
… 一方を確保すると自然ともう一方も確保される

二次だけが含まれる
… 全体から二次だけを切り出し可能

二次
必要量

三次①
必要量

【イメージ図】

二
次

三
次
①



26三次①の広域調達方法

 以上のことから、三次①の広域調達は、現状の電源Ⅰ-ｂに相当する量を年間で広域調達することとして、
電源Ⅰ-ａは年間でエリア内調達を継続することとしてはどうか。
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（余白）



28広域調達された三次①の広域運用について

 現状はエリア内で年間で電源Ⅰの調達を行い、運用においてはより安価な電源Ⅱがそのエリア内にあれば、バランス
停止を決める段階で差し替えることを行い、さらに調整力を発動する運用段階においてもより安価な電源Ⅱがその
エリア内にあれば、安価なものから発動を行っている。（常に年間で調達した電源Ⅰを活用しているわけではない）

 今後、三次①については、広域調達し、広域運用していくこととなる。

 以上のことから、年初に広域調達した三次①を、バランス停止を決める段階で必ずしも同じエリアで確保するのでは
なく、その時点で広域的に差し替えることで、より安価にhotな状態で電源等を確保できるのであれば、広域的に差
し替えることを検討してはどうか。実際に発動する運用段階においては、広域需給調整システム（運用）により、安
価な調整力から発動されていくこととなる。

 なお、バランス停止を判断する段階で広域的に差し替えることのできる電源とは、年間調達された三次①（現在の
電源Ⅰ-b）に加えて、余力活用契約を締結した電源のうち当該時間帯において小売りによる使用計画がないもの
が対象となる。



29三次①の広域調達・広域運用のイメージ

【
現

状
】

2
％

2
％

2
％

2
％

【
広
域
調
達
開
始
後
】

3
％ 1

％

広域調達結果（メリットオーダー）

（必要量は各エリア２％と仮定）

3
％ 1

％

・公募
・年間
・エリア内

1
％

3
％

・市場
・年間
・広域

確保する時点に
おける安いものから
ΔkWを調達した場合

kW調達の範囲内
でΔkWを調達した場合

広域需給調整システム

＜kW＞ ＜ΔkW＞ ＜kWh＞

2
％

2
％

Aエリア Bエリア

（必要量）

2
％

2
％

Aエリア Bエリア

【
将

来
】

容量市場 需給調整市場

調達（ΔkW）

・市場
・週間
・エリア内

・市場
・週間
・広域

運用（kWh）調達（kW）

・広域
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 バランス停止を決める段階で広域的により安価に差し替えることを検討するに当たっては、hotな状態で確保する
ためにどういったコストがかかるかを考慮する必要がある。

なお、これまでに需給調整市場で取り扱うΔkWについては、あらかじめ調整力を発動できる状態で確保することが、
ΔkWとして確保することであると整理した。

 ΔkWを確保するためには、電源をhotな状態としておくため起動費や増分燃料費などの追加コストがかかることに
加え、確保された電源が卸市場で売買する機会を失うことによる機会損失が発生する。

ただし、年間調達された三次①については、送配電が固定費を支払うことから送配電の専用電源となり、この場合、
機会損失は発生しない。

 バランス停止を判断する段階で広域的に再度調達することにより、この起動費や増分燃料費などがより安価となる
hotな電源との差替えができる場合があると考えられる。透明性をもってこれを行うためには、需給調整市場のΔkW
に入札させることで、差し替えを行うこととしてはどうか。また、その時期については高性能なものが卸市場で売り切れ
る前に調整力必要量を確実に確保するとの考えから、週間※としてはどうか。

 ただし、送配電が調整力として活用することを目的として年間※調達により設備を確保している。このため、年間
調達された三次①の機会損失はなく、年間を通じて活用されることが必要である。この点については三次①の年間
調達時のリクワイアメントとしてはどうか。

 なお、日や時間帯によっては三次①の量が電源Ⅰ-b相当の量では不足する場合も考えられる。この量については
三次①の必要量の検討の中で明らかになるが、その調達については需給調整市場のΔkWとして週間であわせて
調達することとしてはどうか。

広域調達された三次①の差替えについて

※ 「年間調達」とは 1年前 に 1年分 を 1商品[1年間×1コマ]として調達
「週間調達」とは 1週間前 に 1週間分 を 56商品[3時間×56ブロック]に分けて調達（56商品を1週間前に同時に調達）



31（参考）調整力に要する費用の取り扱われ方

 現在の仕組みでは、一般送配電事業者は電源Ⅰ、電源Ⅱを活用して調整している。

 調達とその支払いについては、電源Ⅰ公募に加え、電源Ⅰ、Ⅱ契約内で一般送配電事業者の指示による発電機の
稼働実績と発電計画の差分に応じて発電事業者に支払っている。この両者の中で起動費、増分燃料費などがΔkWに
相当する費用として支払われていることになる。なお、託送料金原価上は、増分燃料費（kWhの2.5%相当）が織り
込まれている。

 運用で発生したkWhについても、電源Ⅰ、Ⅱの契約内で発電機の稼働実績と発電計画の差分に応じて支払われて
おり、インバランス制度により費用回収されている。

支払い元 支払方法
送配電の
費用回収

2024年度
以降の扱い

kW
（調達）

送配電
調整力公募で
年間一括払い
（電源Ⅰ）

託送料金
（kWの
6%）

容量市場

ΔkW
（調達）

送配電

電源Ⅰ契約の中
で出来高払い
（電源Ⅰ公募に

一部含めている
一送あり）

託送料金
（kWhの
2.5%）

需給調整市場
（調達）

kWh
（運用）

送配電
電源Ⅰ契約の中
で出来高払い

インバランス料金
需給調整市場

（運用）

＜電源Ⅰ＞

支払い元 支払方法
送配電の
費用回収

2024年度
以降の扱い

kW
（調達）

小売
小売の供給力確
保義務を優先

－ 容量市場

ΔkW
（調達）

送配電
電源Ⅱ契約の中
で出来高払い

託送料金
（kWhの

2.5%）

需給調整市場
（調達）

kWh
（運用）

送配電
電源Ⅱ契約の中
で出来高払い

インバランス料金
需給調整市場

（運用）

＜電源Ⅱ＞

出所）第2回需給調整市場検討小委員会（2018.3.30）資料6をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017jukyuchousei_02_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_02_haifu.html


32（参考）現在の調整電源等の運用

出所）第18回制度設計専門会合（2017.5.31）資料3
http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/018_03_00.pdf

（ＧＣ前）
 一般送配電事業者は、週間断面から必要な調整力を算出の上、発電BG計画に対し、電源Ⅰ・Ⅱの中から電力量

（kWh）価格により発電機の追加等を必要に応じて決定し、必要となる調整力電源を実需給時点で調整力を提供できる
状態にする。なお、電源Ⅰ・Ⅱの追加にあたっては、準備するための起動・停止費用や増分燃料費、熱効率低下影響など費
用を要する場合がある（待機費用（機会損失）の発生）。

（ＧＣ後）
 一般送配電事業者は、時間内変動や予測誤差、電源脱落など、発電・小売電気事業者の計画と実績の差分に対して、事

前に確保した調整力（電源Ⅰ・電源Ⅱ余力）を活用して調整する。

出所）第１回需給調整市場検討小委員会（2018.2.23）資料４をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html

http://www.emsc.meti.go.jp/activity/emsc_system/pdf/018_03_00.pdf
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2017/2017_jukyuchousei_01_haifu.html
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 三次調整力②以外のΔｋＷは週間調達とする。

 具体的な週間調達のタイミングは、広域機関に報告している週間計画スケジュールとの整合が必要である。

 現状の週間計画は、ＢＧは毎週火曜１７時まで、ＴＳＯは毎週木曜１７時までに広域機関に提出することとしている。

 将来における週間の需給調整市場は、ＢＧの週間計画の策定時期を踏まえ、前週の火曜１４時～１５時に約定処理を行う。
（なお、ＢＧが約定結果を週間計画に反映する時間を十分に確保できるよう、広域機関への提出期限の後ろ倒し（半日程度）
について検討中）

 入札受付開始ならびに入札規模の公表は、入札の期間を１週間程度確保するため、前々週の火曜とする。

火 ・・・ 日 月 火 水 木 金 土 ・・・ 金 土

TSO計画

入札受付期間

2021年度の

週間計画スケジュール

入札受付開始

入札規模公表

対象期間

12時17時 12時17時

14時 15時8時

対象週前週前々週

需給調整市場

取引スケジュール
入札〆切

約定処理

TSOによる
週間計画作成期間

BG計画

火 ・・・ 日 月 火 水 木 金 土 ・・・ 金 土

TSO計画現状の

週間計画スケジュール

17時 17時

対象週前週前々週

TSOによる
週間計画作成期間

BG計画

BGによる
週間計画作成期間

BGによる
週間計画作成期間 BGによる

結果の反映

市場における取引スケジュール 三次②以外

（参考）週間調達の取引スケジュール

出所）需給調整市場に関する意見募集
https://www.occto.or.jp/iken/2018/180427_jukyuchouseishijou.html

https://www.occto.or.jp/iken/2018/180427_jukyuchouseishijou.html
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35二次②の調達方法

 二次②は2024年度に広域調達を開始する。

 2024年度からは容量契約が発効されるため容量市場のkW価値の支払いが始まる時期である。

 容量市場は供給力確保のために設けられるものであり、年間を対象に調達することとなる。
需給調整市場は実需給に向けてよりきめ細かく、日々必要となる調整力をΔkWとして調達することとなる。

 2024年度以降は三次①と二次②の必要量をΔkWとして週間で調達することとしてはどうか。
（三次①の年間調達は2023年度までとなる）

 また、この場合には複合約定ロジックの開発が必要となるが、これについては現在メーカーを含めて需給調整市場
システムの開発主体である一般送配電事業者が検討を進めているところ。



36

出所）制度検討作業部会 中間とりまとめをもとに作成
http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/20171226_02.pdf

（参考）制度検討作業部会における整理

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/denryoku_gas_kihon/seido_kento/pdf/20171226_02.pdf
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（余白）
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39本日のまとめと今後の課題

 三次①、二次②の広域調達開始時期・方法については以下の整理としてはどうか。

 三次①については2022年度より、現在の電源Ⅰ-b相当の量を年間で広域調達し、設備を確保する。
実需給断面に向けては、ΔkWとして電源等をhotな状態で確保するために、週間でΔkWを広域的に市場で
取引することによりエリア間の電源差し替えを行う。

送配電が調整力として活用することを目的として年間調達により設備を確保している。このため、年間調達
された三次①の機会損失はなく、年間を通じて活用されることが必要であり、この点について三次①の年間
調達におけるリクワイアメントとする。

なお、2024年度以降は、需給調整市場により週間で広域調達を行う。

 二次②については2024年度より、需給調整市場により週間で広域調達を行う。

 必要供給予備力との関係は別途整理する。（現在、調整力及び需給バランス評価等に関する委員会、容量
市場の在り方等に関する検討会においてエリア間の持ち替え（必要供給予備力を各エリアで必ずしも一律に確保
しないこと）について検討がなされているところ）

 広域調達を行うことで連系線容量を確保することになるが、卸市場との関係の中で連系線容量の枠取りに対する
上限を設定するかといった連系線容量の活用方法については、電力・ガス取引監視等委員会の検討などを踏まえ
て別途整理する。



40（参考）再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会
出所）第3回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 資料2
http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/saiseikanou_jisedai/pdf/004_02_00.pdf

http://www.meti.go.jp/committee/sougouenergy/denryoku_gas/saiseikanou_jisedai/pdf/004_02_00.pdf


41（参考）再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会

出所）再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 中間整理
http://www.meti.go.jp/report/whitepaper/data/pdf/20180522001_01.pdf

http://www.meti.go.jp/report/whitepaper/data/pdf/20180522001_01.pdf

